
【出入口（来庁者が歩行する）部分】 【その他部分】

要求図面では表せない建築物の計画上の要点等について、 次の⑴～⑷を具体的に記述又は図示する。
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【補足図記入欄】

①多様な世代への利用に配慮した計画

②立地特性に考慮した設備の計画

⑴　庁舎の計画に於いて、①多様な世代への利用に配慮した計画　②立地特性に考慮した設備の計画

⑶　地下水位や地盤を考慮した基礎等の計画

⑵　免震工法のクリアランス等における、 出入口 （来庁者が歩行する部分） 部分とその他部分で配慮したこと （建築

　　物の構造が判る各寸法又はサイズを記載した断面詳細 （イメージ図等でも構わない）、 敷地側の構造 （外構）、 建物

　　側の構造 （EXP.J やカバー、 片持ちスラブ並びに免震装置） が判るようにして答える

⑷　①勾配屋根の構造計画、②吹抜けの構造計画、③斜面地における地下 1階の構造躯体の計画、④持ち出しバルコニー

　　の構造計画を略図で示し、 特に考慮したことを図中で答える


